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相関を認めた。更に、R5変化率は closing index（メサコリン負荷前後の FVCの低下率／最大中間呼
出気流（FEF25-75）の低下率）と有意な相関を認めた（r=0.55、p=0.01）。喘息患者におけるメサコ
リンに対する気道過敏性（PC20）は、R5の変化率と有意な相関を認めた（r=-0.71、p=0.001）。 
これらの結果から本研究では、気道過敏性試験と FOTの同時検査は喘息患者の病態評価に有用であ
り、R5変化率の大きさが喘息患者の末梢気道反応を表し、気道過敏性の評価に有用であると考えら
れた。 
以上のことから、本研究は喘息患者における FOTパラメータの新たな役割の確立に貢献すると考え
られる。従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
